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高精度シングル・コンパレータ
LMP7300とリファレンス設計 
評価ボード (SOICおよび MSOP)

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

概要
本評価ボードは、高精度の基準電源を搭載した超低消費電
力高精度コンパレータ LMP7300 の評価を目的としていま
す。LMP7300の特性評価を行う場合は、これらのボードを
使用することを推奨します。

• -551013114- LMP7300 MO8A評価用 (SOICパッケージ )

• -551013115- LMP7300 MUA8A評価用(MSOPパッケージ)

両ボードの回路構成とレイアウトはまったく同一です。部
品は、電源や電圧測定用のテスト・ポイントを除き、すべ
て 0805 サイズの表面実装です。入出力のレイアウトは、
BNCまたは SMAコネクタのいずれにも対応可能です。

スレッショルド検出器の基本構成
LMP7300評価ボードは、さまざまな回路構成を検討できる
ように最大限の柔軟性を持たせて設計されています。部品
定数は、電源ノイズを最小限に抑えた、超低消費電力高精
度スレッショルド検出器アプリケーションを前提に選ばれ
たものです。電源ノイズが発生する場合は、デカップリン
グなどの対策を講じてあります。ほとんどの部品定数は指
定してありますが、ユーザーが設定しなければならないア
プリケーション固有の定数もあります。例えば、R1、R2、
R4 などによってブリッジのゲインを変更できます。また、
C2と C6によって電源ラインのデカップリングを改善する
ことも可能です。ポテンショメータ R6、R7 を使えば、コ
ンパレータの遷移点を簡単に調整できます。

FIGURE 1に示すとおり、入力信号 VINは BNCまたは SMA 
コネクタを介してボードに入力され、ブリッジのゲインに
基づいて分圧されます。VINのトリガ・レベルの目標を VREF
の 2 倍に設定した場合、コンパレータの状態は VREF 近辺
で遷移します。信号はジャンパ・ポイントの JP1 を介して
コンパレータの反転入力へ、JP2 を介して非反転入力に接
続されます。ブリッジのゲインは、まず R1と R2をともに
1MΩ、R4 を 0MΩ として～ 1/2 に初期設定 した後、上側 
または下側スレッショルドを検出できるように調整しま
す。大きな ヒステリシスを得るには、入力ピン間に抵抗 R3 
を挿入する方法があります。

ヒステリシス
他の多くのコンパレータとは異なりLMP7300のヒステリシ
スは電源、入力条件、出力の接続条件にはまったく依存し
ません。このデバイスは、非対称、対称、正側のみ、負側
のみ、非設定の 5 通りのヒステリシスを設定できるように
設計されています。ヒステリシスは上端が 2.048Vの高精度
基準電圧、下端がグラウンドに接続された 2 つの抵抗によ
る分圧回路によって簡単に設定できます。この分圧回路の
中央のタップをデバイスのHYSTPまたはHYSTNピンに接
続してヒステリシスを 1mV/mVに設定します。調整用のポ
テンショメータ R6と R7を設けてあるので、適切なヒステ
リシスの分解能をすばやく簡単に得られます。分圧回路を
通ってグラウンドに流れる電流が～ 2μA になるように抵
抗 R5と R10は 1MΩにしています。ヒステリシス電圧は、
調整用ポテンショメータの抵抗にかかる電圧、あるいは
(VREF －分圧回路の中央タップの電圧 ) になります。最大
100～ 130mVを推奨します。

ジャンパ・ピンによるアプリケーションの 
再構成
• 負のスレッショルドを検出する場合 : 通常はVIN信号が 
スレッショルドより高く、これがスレッショルドより低
くなった状態を検出する場合です。JP2によって VINを
非反転入力に、JP3によって VREFを反転入力に接続し
ます。

• 正のスレッショルドを検出する場合 : 通常はVIN信号が 
スレッショルドより低く、これがスレッショルドより高
くなった状態を検出する場合です。JP1によって VINを
反転入力に、JP4によって VREFを非反転入力に接続し
ます。

• 正負 2電源の場合は JP5を使用します。

• 単一電源の場合は JP6を使用します。

基準電圧ノードのバイパス
電源ラインのノイズが大きい場合、電源ラインの過渡現象
に対するライン・レギュレーションを改善するために基準
電圧ノードをバイパスすることを推奨します。基準電圧出
力は、ピーク電流や発振なしに 0.05μF のバイパス・コン
デンサを駆動できます。より大きなコンデンサを使用する
場合は、直列に小さな抵抗を追加します。5μFのセラミッ
ク・コンデンサには 190Ωの直列抵抗を推奨します。
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FIGURE 1.   Evaluation Board Schematic

出力段
コンパレータは、ソレノイド、電灯、ヒーターなど電圧負
荷、電流負荷のいずれも駆動できるように、オープン・コ
レクタの出力段を採用しています。プルアップ抵抗は、コ
ンパレータの電源電圧に関係なく、0.5V～ 12Vの範囲の任
意の電圧でプルアップできるため、多電圧システムとの接
続が容易に行えます。オープン・コレクタ方式により複数
のコンパレータ出力をワイヤードORすることも可能です。

この出力段は TTLや CMOSなど、さまざまなロジック入力
と簡単に接続できます。正側入力が負側入力を上回る場合、
出力は OFFまたは High状態になります。Highレベルの出
力電圧はプルアップ電源の電圧によって決まります。逆に、
正側入力が負側入力を下回る場合、出力は ONまたは Low
状態になります。Low状態の最大負荷電流は、およそ 10mA
です。

TABLE 1. Bill of Materials
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ピン配置図

ピン説明

＋ IN コンパレータの非反転入力 ＋ INは、負側のレール電圧より 1V上から、正側レール電圧以下の範囲
のコモンモード電圧です。＋ INピンとレール電圧の間にはチップ上で
ESDダイオードが接続されており、入力段の過電圧を防止します。入力
電圧がレール電圧を超えると、ダイオードがオンになり入力電圧を安全
なレベルにクランプします。

－ IN コンパレータの反転入力 － INは、負側のレール電圧より 1V上から、正側レール電圧以下の範囲
のコモンモード電圧です。－ INピンとレール電圧の間にはチップ上で
ESDダイオードが接続されており、入力段の過電圧を防止します。入力
電圧がレール電圧を超えると、ダイオードがオンになり入力電圧を安全
なレベルにクランプします。

GND グラウンド 2電源動作が必要なアプリケーションの場合、このピンは負の DC電源に
接続できます。その場合は、0.1μFのセラミック・コンデンサによって
グラウンドにデカップリングしてください。内部の基準電圧出力は、こ
のピンを基準にします。ダイ基板接続の電位は GNDです。

OUT コンパレータの出力 出力はオープン・コレクタ構成です。プルアップ抵抗によって電圧負荷
を駆動するか、最大出力電流を流せるようにして電流負荷を駆動するこ
とができます。このピンは電源電圧にかかわらず、グラウンド・ピンに
対して最大＋ 12Vまでプルアップできます。

HYSTN 負側ヒステリシス設定ピン 下側スレッショルド電圧 VILを設定します。コモンモード範囲は負側レー
ルより 1V上から VCCまでです。入力信号が VILより低くならない限り、
コンパレータの状態は Highから Lowに遷移しません。

HYSTP 正側ヒステリシス設定ピン 上側スレッショルド電圧 VIHを設定します。コモンモード範囲は負側
レールより 1V上から VCCまでです。入力信号が VIHより高くならない
限り、コンパレータの状態は Lowから Highに遷移しません。

REF 基準電圧出力ピン 2.048Vのバンドギャップ高精度基準電圧を出力します。

V＋ 正側電源端子 電源電圧の範囲は 2.7V～ 12Vです。このピンは 0.1μFのセラミック・
コンデンサによってグラウンドにデカップリングしてください。
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ボード・レイアウト

FIGURE 2.   Top Layer

FIGURE 3.   Bottom Layer

SOIC
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FIGURE 4.   Top Layer

FIGURE 5.   Bottom Layer

MSOP
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2008 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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